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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　３２６番

*交読文　････････････････ 　１３番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　９番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３５６番

聖餐式　･････････････････ 賛美２８１番

メッセージ　･･････････････ エノク – 邪悪な世で死を免れた預言者(創世記 5:19-24)
御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４５６番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

愛する＿＿よ。わたしたちの主イエス・キリストの使徒たちが予告した言葉を思い

出しなさい。彼らは＿＿にこう言った、「終りの時に、あざける者たちがあらわれて、

自分の不信心な欲のままに生活するであろう」。

彼らは分派をつくる者、肉に属する者、御霊を持たない者たちである。しかし、愛

する＿＿よ。あなたがたは、最も神聖な信仰の上に自らを築き上げ、聖霊によっ

て祈り、神の愛の中に自らを保ち、永遠のいのちを目あてとして、＿＿の主イエ

ス・キリストのあわれみを待ち望みなさい。

疑いをいだく人々があれば、彼らをあわれみ、火の中から引き出して救ってやり

なさい。また、そのほかの人たちを、おそれの心をもってあわれみなさい。しかし、

肉に汚れた者に対しては、その下着さえも忌みきらいなさい。(ユダ 17-23)

メッセージ概要

カインの子孫は、城を建てて集結し、文明を発達させ、やられたら何倍にもして仕返しする性質によって勢

力を伸ばして行った。そのような者達が増え栄えて行くと、地は堕落し、暴虐に満ちて行ってしまう。

そんな彼らを、神はすぐに裁く事はせず、神に従う子孫、すなわち、主の御名を呼び求め祈る子孫達を備

え、彼らを通して全世界の人々に御言葉を伝え、平和の内に、人々を神に立ち返らせようとした。

主のその方法は、昔も今も全く同じである。主は、裁きよりも憐れみを、滅びよりも救いを望まれるからだ。

今回はそのように、主の預言者として用いられ、愛され、死を見なかった人・エノクについて見て行きたい。

エノクが他の人達と違う所は、「エノクは神とともに歩み、神が彼を取られたので、いなくなった」点である。

エノクは、  信仰によって、神に喜ばれていた。(ヘブル 11:5)『信仰がなくては、神に喜ばれることはできませ

ん。神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者には報いてくださる方であることとを、信じなけれ

ばならないのです。』(同 6節)

エノクのように、裁きの日の前に、神に取られ、天に引き上げられ、死を見る事が無い人は、確かにいる。

イエス・キリストを信じる人は、決して滅びる事がなく、永遠のいのちを持つ。（ヨハネ6:50、11:26）

エノクは、その型である。すなわち、信仰によって永遠のいのちへと移される人の型なのだ。

彼のもう一つの性質は”預言者”であり、不信心な世代に対し警鐘を鳴らした。『アダムから七代目のエノク

も、”彼ら”について預言してこう言っています。「見よ。主は千万の聖徒を引き連れて来られる。すべての

者にさばきを行ない、不敬虔な者たちの、神を恐れずに犯した行為のいっさいと、また神を恐れない罪人

どもが主に言い逆らった無礼のいっさいとについて、彼らを罪に定めるためである。」』(ユダ 14,15節)

エノクは、当時のカイン系列の不信心な”彼ら”に、そのように預言した。その”彼ら”とは、どういう性質か。

『彼らはぶつぶつ言う者、不平を鳴らす者で、自分の欲望のままに歩んでいます。その口は大きなことを

言い、利益のためにへつらって人をほめるのです。』(同 16節)

私達も、ぶつぶつ言う者、不平を鳴らす者、自分の欲望のままに歩む者、大きなことを言う者、利益のため

にへつらって人をほめる者には、御言葉を宣言して戒めるのだ。それ以上の事は、するべきではない。

カインの子孫のような者達を見る時、怒ったり、思い煩ったり、悩んだり、苦しんだりしがちだが、そのように

して、心と思いを汚してはならない。

聖なる御言葉を宣言し、跡の裁きは、主に委ね、自分はただ、聖なる御言葉に心と思いを向けるべきだ。

ユダ書に共通して示されている事は、裁きは主がなさる事、その主に委ねよ、自分で何かを行うな、である。

主は、自分の領域を守らず、自分のおるべき所を捨てた御使いたちを、大いなる日の裁きのために、永遠

の束縛をもって、暗やみの下に閉じ込められた。（6節）　また、ソドムとゴモラのように、好色にふけり、不

自然な肉欲を追い求めた者達を、永遠の火の刑罰を受けさせ、みせしめにした。（7節）

また、御使いのかしらミカエルは、悪魔と論じ言い争った時、相手を罵り裁くような事はせず、「主があなた

を戒めてくださるように」とだけ言って、後の裁きは主に委ねた。ミカエルは悪魔より強いにもかかわらず、

主の裁きの時でないなら、自分の力を行使しなかった。そして、エノクも、「主は裁かれる」と言った。

私達聖徒が身につけるべきたしなみは、ユダ書 17節以降に記されている。

私達は、主に愛された者として、いつも御言葉を思い出すべきである。

今の終わりの時、不自然な欲望のままに振舞う”あざける者”が現われる。彼らは御霊を持たず、分裂を起

こす”肉の人”であるが、私達は、  聖い信仰の上に自分自身を築き上げ  、  聖霊によって祈  り、  神の愛のうち

に自分自身を保ち  、  主イエス・キリストのあわれみを待ち望むべきである。(17-21節)

疑いを抱く「人々」は、あわれむべきであって、憎むべきではない。彼らを火の中から掴み出して救い、そ

れでいて、肉によって汚された「行い」は、徹底して忌み嫌うのだ。(22-23節)

この邪悪な時代にあって、カインのような者には、御言葉をただ宣言し、そして自身は、聖なる御言葉に浸

され、清められ、愛の内に命を養われる皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（伝道者の書）15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 9 巻 14 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 4 月 6 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

